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移行経済論など多様なアプローチにおいて、研究がなされてきた（Balcet & Enrietti 1998; 



















































































の変化について分析する。FIAT（Fabbrica Italiana Automobili Torino）は1930年代からポーラン
ド政府とのライセンス契約を締結し、ポーランド市場に参入を果たした。現在のポーランドに





自動車産業全体の雇用社数は11万 4 千人から 8万人へ減少、そして自動車販売台数も91年の22











なった。FIATはFSMの90％の株式を取得、その後FAP（Fiat Auto Poland）、Magneti Marelli 
Poland、Teksid Polandを設立し、FSMの設備を買い取っていった 2 ）。
　しかしながら前述の通り、FSMは移行期の経済減速の影響を被り、 かつ社会主義時代からの
深刻な経営状態と多額の負債により「事実上の破産状態」であった。これに対しFIATは 2億
6000万ドルの新規投資、 6億 5千万ドルの負債引き受け、 1億1300万ドルの部品生産向け投資
を行い、ポーランド国内での本格的な生産体制を築いていく。FIATが多額の負債を引き受け
――――――――――――――――――












































Enrietti 1998; Havas 1997）。これは新規進出サプライヤーのリスク減少と、ポーランドサプライ
ヤーの品質と技術向上を動機としていた。
　一方で、FIATはこれら国内外からのサプライヤーに対し、部品供給をFAP以外のメーカーに












ポーランド 55 66 73
イタリア 51 30 24
その他 4 4 3
合　計 100 100 100
表 3　FAP部品調達額国割合推移（1993-1995）
出所）Havas （1997）より著者作成
1992 1993 1994 1995*
ポーランド 405 335 317 267
海外 215 211 202 173



















内の生産販売ネットワークを企図していた（Bogdał and Gołata 2013; Pavlínek 2006）。大宇とFSO
は95年のうちに合意に達し、2001年までに11億ドルの投資、年間50万台規模への生産拡大、既存
の 2万人の従業員の向こう 3年間の雇用維持などを条件として提示していた（Pavlínek 2006）。
図 3　FSM（〜 88）、FAP（93 〜 2014）でのティヒ工場生産台数推移
出所）Fiat Auto Poland（2015）から筆者作成
――――――――――――――――――
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